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東 京 都 世 田 谷 区 在 住 の 夫 妻 の 生 活 時 間 と 生 活 様 式 －1990 年 生 活 時 間 調－ か ら 一

第３ 報　 夫 妻 の 家 事 責 任 の 共 同 化 を め ぐ る 実 態 と 意 識

○昭 和 女 大（院 ）堀 内 かお る　 同 女 文 研　 伊 藤 セ ツ　 同 短 大　 天 野 寛 子　 森 ま す 美

瀬 沼 頼 子　 日 本 女 子 大（非 ） 天 野 晴 子　　 大 船 高 校（非 ） 井 野上 佩 弓

目 的 ： 第 ３ 報 は、 女 子 差 別 撤 廃 条 約 を受 け て、 固 定 的 な 性 別 役 割 分 業 観の 見 直し が な さ

て い る 今日 的 な 状 況 を ふ ま え、 世 田 谷 区 の 調 査 結果 を 用 い て、 家 事 責 任 にお け る 夫 妻 の

同 化 の 現 状 と 意 識 の 分 析 を 行 っ た も の で あ る。

方 法 ： 調 査方 法 ・ 調 査 対 象 の 特 徴 は 第 １ 報 と 同 様で あ る。 家 事 的 生 活 時 間 の 分 析 に 加 え

家 事 参 加 に 関 す る 自 己 評 価、 配 偶 者 の 家 事 参 加 に 対 す る 評 価、 配 偶 者 に対 す る 期 待 に

関 す る ア ン ケ ート 結 果 を 比 較、 考 察し た。

結 果 ；1  .表 に 示し た 家 事 的 生 活時 間 か ら、 以 下 の結 果 を 得 た。 ① 常 勤 の 妻 の 家 事 的 生 活

時 間 は、 無 職 の 妻 の 半 分 以 下 で あ り、 そ の 差 は25 時 間23 分 で あ る。 ② 夫 の 家 事 的 生 活 時 間

は、 最 も 長 い 妻常 勤 の 夫 で４時 間1  9分 で あ り、 夫 妻 の 家 事 分 担 率 は、 夫17.  4 ％、 妻82.6 ％ で

あ る。 常 勤 の 妻 で あ っ て も、 夫 の 約 ５ 倍 の 時 間 を 家 事 労 働 に 費 や し て い る。

2 .ア ン ケ ート の 分 析 か ら、 夫 の 家

事 参 加 に対 す る 夫 の 自 己 評 価 と 妻

の 評 価 には、 相 違 が 認 め ら れ る。

ま た、 妻 が 夫 に 期 待 す る 家 事 分担

の 内 容 は、 妻 の 職 の 有 無 ・ 勤 務形

態 別 に 異な っ て い る。
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